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優良図書の推奨　平成２１年１２月分








マリーは、同じ家に住むネズミと、ひょんなことで、毎晩手をふり合う仲になる。でも、それぞれの家族にはないしょだった。


時がたって、マリーの娘マリアとネズミの娘ネズネズもまた、同じ屋根の下に住むことに。そして今度はとうとう、あいさつし合う友達となる。


遊び心いっぱいで細やかに描かれた絵は美しく、夢のある楽しい絵本。





○ないしょのおともだち


ビバリー・ドノフリオ／文


バーバラ・マクリントック／絵　福本友美子／訳


【幼児、小学生（低学年）、親向け】





童心社　\1,100（税別）


ISBN978-4-494-01943-4　94P　22×16cm　NDC913








○おとうさんのちず


ユリ・シュルヴィッツ／作　さくまゆみこ／訳


【小学生（低・中学年）向け】





戦争で何もかも失い、故郷ポーランドからカザフスタンに逃げて苦しい日々を送っていたある日、市場にパンを買いに行った父親が持ち帰ったのは、パンではなく世界地図だった。


少年はがっかりするが、地図で世界中を旅し、ひもじさも忘れ、魔法の時間を過ごす。


４歳の時、第二次世界大戦をむかえた著者の自伝的絵本。





ゴブリン書房　\1,200（税別）


ISBN978-4-902257-15-1　78P　21×16cm　NDC913





○クルミおばばの魔法のおふだ


末吉暁子／作　多田治良／絵


【小学生（低・中学年）向け】





夏休み、小学二年生のコータはおじいちゃんとお姉ちゃんと３人でクルミ森へハイキングに行く。


そこで森の主、クルミおばばの魔法のおふだを拾ったことから、泣いていたクルミっこと出会い不思議な体験をすることに。


クルミおばばの不思議な森での不思議な時間。


読んでいくうちに、わくわく楽しい不思議な世界を味わうことができる一冊。





農山漁村文化協会　\1,800（税別）


ISBN978-4-540-08212-2　36P　27×22cm　NDC596





○梅干しの絵本


小清水正美／編　小山友子／絵


【小学生向け】





日本を代表する保存食、「梅干し」。


中国から伝わったとされる梅干しの起源や味の秘密、さまざまな種類の梅干しの作り方や料理方法などを、子どもたちも興味が持てるように、楽しい絵とともに紹介している。


紹介されている「練り梅かつお」や「梅みそ」は手軽にできそうで作りたくなる。


「梅干し」博士になれる一冊。





ポプラ社　\1,000（税別）


ISBN978-4-591-10983-0　118P　21×16cm　NDC913





○もういいよう


あまんきみこ／作　かわかみたかこ／絵


【小学生（中・高学年）向け】





主人公は、入院している大好きな母親の見舞いに来るたび、楽しいお話をきかせる。


ヒデリコ野原で出会った真っ白な子羊のことや、楽しそうにかくれんぼうをしていた５匹のネズミのこと…。


空想も交えて母親へうれしそうに話しかける様子からは、母親を慕う気持ちが随所に感じられる。


気持ちが和み、優しい気持ちになれる一冊。





くもん出版　\1,300（税別）


ISBN978-4-7743-1650-5　205P　20×14cm　NDC913





○建具職人の千太郎


岩崎京子／作　田代三善／絵


【小学生向け】





江戸時代の終り頃、わずか７歳で建具屋に奉公に出された少年、千太郎。


千太郎は、姉に励まされたり、職人たちとふれあううちに、いつしか自分も腕のよい建具職人になりたいと思うようになる。


１０歳に満たない姉弟が、健気に真面目に努力する姿をとおして、江戸期の庶民の生活と心情を描いた物語。





あすなろ書房　\1,500（税別）


ISBN978-4-7515-2521-0　32P　27×27cm





○うそつきにかんぱい！


宮川ひろ／作　小泉るみ子／絵


【小学生、中学生、親向け】





信也は大おばあちゃんが大好き。でも、このごろ様子がおかしい。信也を、戦争で亡くした弟の信夫だと言う。


お母さんは信也に、大おばあちゃんには信夫であるとううそをついたほうがいいと言われる。困った信也は植木屋の「ほらふきおじさん」に会いに行き、みんなと今までついてきた「うそ」を披露し合うが、どれも必要にせまられた「うそ」ばかり…。


人のためにつく、やさしいうそとは。大人も子どもも考えさせられる一冊。








小学館　\1,900（税別）


ISBN978-4-09-290510-8　383P　22×16cm　NDC933





○プリンセス・アカデミー


シャノン・ヘイル／作　代田亜香子／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





ミリは小柄で明るい１４歳の少女。ある日国王の使いが彼女の住む、美しい山あいの村に王子の花嫁候補を選ぶためにやってきた。


お后候補を教育するプリンセス・アカデミーで教育をうけることになった女の子達。


わくわくするようなプリンスとのロマンス、家族愛や友情や思いやりを中心に描かれるが、主人公と女の子たちは次第に知識を得ることの大切さ、学ぶことの大切さに目覚め、困難に立ち向かって成長していく。








文藝春秋　\1,667（税別）


ISBN978-4-16-328160-5　323P　20×14cm　NDC913.6





○秒読み


筒井康隆／著　加藤伸吉／画


【中学生、高校生／勤労青年向け】





核ミサイルのカウントダウンが、今まさに始まろうとするその瞬間、男の意識は４０年前の時を遡る。そして世界を救う決断を下す表題作「秒読み」。


日本を代表するSF作家筒井康隆の作品の中から中学生向けの１４編を収録。


解説を書いている長嶋有のことばどおり、「あらゆることを感じさせる」小説。


さまざまな感情をよびおこす一冊。





福音館書店　\1,700（税別）


ISBN978-4-8340-2425-8　381P　18×12cm　NDC913





○少年少女飛行倶楽部


加納朋子／著


【中学生、高校生／勤労青年向け】





中学一年生の佐田海月(みづき）が幼なじみに半ば強引に誘われて入部したのは「飛行倶楽部」。


メンバーは二年生の変人部長・斉藤神(じん)、通称カミサマをはじめとする、個性的なワケあり部員たち。


等身大の中学生が、さわやかに描かれている一冊。


それぞれが悩みながらも、互いに成長していく青春小説。





ほるぷ出版　\1,600（税別）


ISBN978-4-593-50507-4　1冊(ページ付なし)　26×29cm














